
衛
星
利
用
が
拓
く

私
た
ち
の
未
来

 

「
宇
宙
利
用
ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
２
０
１
２
〜
役
立
つ
宇

宙
！
衛
星
利
用
が
拓
く
私
た
ち
の

未
来
〜
」（
主
催
：
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
、
以
下
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

が
２
０
１
２
年
２
月
27
日
、
東
京
・

千
代
田
区
の
秋
葉
原
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
タ
レ
ン
ト
・

佐
々
木
も
よ
こ
氏
司
会
の
も
と
、

第
１
部
と
第
２
部
に
分
け
て
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
多
数
の
来
場
者
が

詰
め
か
け
た
。

　
冒
頭
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
立
川
敬
二

理
事
長
は「
最
近
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の

宇
宙
利
用
は
災
害
対
策
や
環
境
問

題
対
策
を
目
的
と
し
た
衛
星
を
開

発
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
衛
星
が

ど
う
役
立
っ
て
い
く
の
か
を
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
お
伝
え
し
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。
次
い
で
来
賓

の
古
川
元
久
・
宇
宙
開
発
担
当
相

が「
国
民
が
宇
宙
を
よ
り
便
利
に

活
用
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ

て
い
き
た
い
」
と
、
森
口
泰
孝
・

文
部
科
学
省
事
務
次
官
が「
人
工

衛
星
の
利
用
は
安
心
で
安
全
な
社

会
を
作
る
た
め
に
重
要
な
も
の

だ
。
一
般
の
方
々
に
は
、こ
う
い
っ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
衛

星
利
用
の
重
要
性
を
理
解
し
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
第
１
部
の
講
演
に
先
立
ち
、
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
理
事
の
本
間
正
修
・
宇
宙

利
用
ミ
ッ
シ
ョ
ン
本
部
長
か
ら
、

同
本
部
に
お
け
る
活
動
の
３
つ
の

柱
で
あ
る「
地
球
環
境
問
題
プ
ロ

グ
ラ
ム
」「
災
害
監
視
・
通
信
プ
ロ

グ
ラ
ム
」「
衛
星
測
位
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
紹
介
さ
れ
た
。

水
循
環
変
動
観
測
衛
星

「
し
ず
く
」
の
役
割

　
最
初
の
講
演
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の

中
川
敬
三
・
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
。
中
川
氏
は

「『
し
ず
く
』（
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
─
Ｗ
１
）

の
打
上
げ
に
向
け
て
」
と
題
し
た

講
演
の
中
で「
今
年
打
上
げ
を
予

定
し
て
い
る
第
一
期
水
循
環
変
動

観
測
衛
星『
し
ず
く
』
は
高
性
能
マ

イ
ク
ロ
波
放
射
計
２（
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｒ

２
）
を
搭
載
し
、
海
面
水
温
や
降

水
量
、
積
算
水
蒸
気
量
な
ど
の
水

に
関
す
る
観
測
を
実
施
す
る
。
そ

こ
で
得
ら
れ
た
観
測
デ
ー
タ
は
、

地
球
環
境
問
題
の
象
徴
と
も
え
い

え
る
北
極
海
氷
の
観
測
、
海
面
水

温
で
魚
群
把
握
す
る
こ
と
に
よ
る

漁
業
の
効
率
化
な
ど
、
我
々
の
生

活
に
も
密
接
に
役
立
つ
」
と「
し

ず
く
」
の
役
割
を
強
調
し
た
。

J
I
C
A
事
業
に
お
け
る

人
工
衛
星
の
利
用

　
次
に
登
壇
し
た
の
は
独
立
行
政

法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
鈴
木
和
哉
・
地
球
環
境
部 

計
画
・

調
整
課
長
。「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
に

お
け
る
人
工
衛
星
利
用
と
今
後
へ

の
期
待
」
を
演
題
に
行
わ
れ
た
講

演
で「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
に
お
け
る

人
工
衛
星
利
用
の
中
心
は
地
球
観

測
衛
星
の
利
用
だ
。
森
林
資
源
な

ど
の
地
表
状
況
を
広
範
か
つ
継
続

的
に
把
握
す
る
と
同
時
に
、
支
援

国
の
中
に
衛
星
画
像
の
分
析
や
活

用
計
画
の
で
き
る
人
材
を
育
成
し

て
い
る
」
と
語
り
、
ア
マ
ゾ
ン
森

林
保
全
・
違
法
伐
採
防
止
の
た
め

に
陸
域
観
測
技
術
衛
星「
だ
い
ち
」

の
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、「
だ
い
ち
」
後
継
機
へ
の
期

待
を
語
っ
た
。

「
み
ち
び
き
」
実
証
実
験
の

現
状
を
報
告

　
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
五
味

淳
・
衛
星
利
用
推
進
セ
ン
タ
ー
長

が「
準
天
頂
衛
星
初
号
機『
み
ち
び

き
』
の
技
術
実
証
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
た
。
五
味
氏
は「『
み
ち
び

き
』
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
補
完
・
補
強
す

る
地
域
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
で
、

カ
ー
ナ
ビ
や
携
帯
電
話
な
ど
の
利

用
エ
リ
ア
拡
大
、
及
び
新
た
な
利

用
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
目
的
。
打

上
げ
か
ら
１
年
半
ほ
ど
が
経
過

し
、
現
在
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
は
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
補
完
の
実
験
、
高
精
度
測
位
の

実
験
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。
Ｇ

Ｐ
Ｓ
補
完
実
験
は
２
０
１
１
年
度

末
ま
で
実
証
実
験
を
続
け
、
来
年

度
に
は
実
験
成
果
の
検
証
を
終
え

る
予
定
だ
。
高
精
度
測
位
実
験
で

は
、
基
準
点
の
な
い
洋
上
や
山
間

部
等
で
の
水
平
精
度
30
セ
ン
チ
を

達
成
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
実
験

の
現
状
を
報
告
し
た
。

衛
星
で
二
酸
化
炭
素
を

観
測
す
る
こ
と
の
意
義

　
第
１
部
最
後
は
、
環
境
省
の
松

澤
裕
・
地
球
環
境
局 
総
務
課 

研
究

調
査
室
長
に
よ
る「
温
室
効
果
ガ

ス
観
測
技
術
衛
星『
い
ぶ
き
』
の

成
果
と
後
継
機
へ
の
期
待
」。

「
い
ぶ
き
」
は
、
二
酸
化
炭
素
と

メ
タ
ン
ガ
ス
の
濃
度
分
布
を
専
門

的
に
観
測
す
る
世
界
で
唯
一
の
人

工
衛
星
。
松
澤
氏
は「
い
ぶ
き
」

の
よ
う
に
衛
星
で
二
酸
化
炭
素
を

観
測
す
る
意
義
と
し
て「
全
球
的

な
観
測
が
可
能
に
な
る
・
炭
素
循

環
の
変
動
監
視
・
主
要
な
二
酸
化

炭
素
排
出
国
の
排
出
量
推
定
」
な

ど
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
後
継
機
開

発
に
当
た
り「
気
候
変
動
予
測
の

精
緻
化
、
地
球
変
動
の
早
期
検
出
、

気
候
政
策
へ
の
貢
献
を
目
指
す
」

と
し
て
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
講
演
後
は
再
び
講
演
者
が
登
壇
。

会
場
参
加
者
か
ら
の
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
、
第
１
部
は
終
了
し
た
。

地
球
を
健
康
に
保
つ
と
い
う

役
割
が
衛
星
に
は
あ
る

　
第
２
部
で
は
、
は
じ
め
に
日
本
科

学
未
来
館
館
長
で
宇
宙
飛
行
士
の
毛

利
衛
氏
が
「
宇
宙
か
ら
学
ぶ
」
と
題

し
講
演
を
行
っ
た
。

　
講
演
の
中
で
毛
利
氏
は
、
ア
ラ
ル

海
の
表
面
積
が
減
少
し
て
い
く
衛
星

写
真
を
紹
介
し
な
が
ら
「
私
た
ち
人

間
は
風
邪
を
ひ
い
た
ら
診
察
や
検
査

を
受
け
て
健
康
を
保
つ
が
、
そ
れ
は

地
球
も
一
緒
だ
。
地
球
と
い
う
生
命

の
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
私
た
ち

が
地
球
を
よ
く
知
る
と
い
う
こ
と
が

大
切
だ
と
思
う
。
地
上
か
ら
だ
け
で

は
な
く
宇
宙
か
ら
も
地
球
の
様
子
を

観
察
す
る
と
い
う
時
代
に
入
っ
て
お

り
、
そ
れ
に
欠
か
せ
な
い
の
が
衛
星

だ
」
と
人
工
衛
星
に
よ
る
地
球
観
測

の
重
要
性
を
説
明
し
た
。

人
工
衛
星
利
用
の

身
近
な
事
例

　
続
く
「
役
立
つ
宇
宙
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
毛
利
氏
に
加
え
て
、
海
上
保
安

庁
海
洋
調
査
部
・
海
洋
調
査
課
の
増

山
昭
博
氏
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
・
Ｏ
Ｗ
Ｓ
の
後
藤
健
太
郎
氏
、
東

京
都
立
第
一
商
業
高
等
学
校
校
長
の

戸
田
勝
昭
氏
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
舘
和

夫
・
宇
宙
利
用
ミ
ッ
シ
ョ
ン
本
部
事

業
推
進
部
長
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
中
川
敬

三
・
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ら
が
参
加
し
た
。

　
冒
頭
、
「
み
ち
び
き
」
が
撮
像
し

た
地
球
画
像
を
用
い
た
制
服
が
発
表

さ
れ
、
戸
田
校
長
か
ら
は
、
宇
宙
と

制
服
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
増
山
氏
か
ら
は
海
氷
を

観
測
し
た
衛
星
デ
ー
タ
が
船
舶
の
安

全
な
航
行
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
事

例
、
後
藤
氏
か
ら
は
「
北
限
域
の
造

礁
サ
ン
ゴ
分
布
調
査
」
や
「
海
洋
環

境
保
護
」
な
ど
の
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活

動
、
中
川
氏
と
舘
氏
か
ら
は
、
衛
星

が
身
近
な
と
こ
ろ
で
利
用
さ
れ
て
い

る
事
例
が
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ

た
。

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
後
藤

氏
に
よ
る
海
洋
環
境
保
護
に
関
す
る

衛
星
へ
の
期
待
、
司
会
の
佐
々
木
氏

に
よ
る
お
天
気
レ
ポ
ー
タ
ー
な
ら
で

は
の
気
象
衛
星
に
関
す
る
疑
問
、
会

場
参
加
者
か
ら
の
衛
星
の
農
業
利
用

に
関
す
る
質
問
が
出
る
な
ど
、
和
や

か
な
雰
囲
気
な
が
ら
も
活
発
な
議
論

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
最
後
に
毛
利
氏
が
「
私
が
宇
宙
に

行
っ
て
感
じ
た
の
は
、
地
球
に
は
ま

だ
ま
だ
美
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い

う
こ
と
。
美
し
い
と
こ
ろ
を
保
つ
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
ま
た
そ
う

で
な
い
と
こ
ろ
を
美
し
く
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
発
想

が
大
切
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に

も
人
工
衛
星
は
重
要
」
と
語
り
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
幕
を
閉
じ
た
。
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